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環境が人を育てる

自己責任をもち、役割を全うする。
それぞれが主体性を持ち考動したとき、環境がつくられ、最高のチーム力を成す。

元気の良い挨拶が習慣化したチームでは、
新たに加わった人も自然と元気の良い挨拶をするようになる。
学び、成長することが当たり前のチームでは、それが全員にとって日常になる。
カルチャーがしっかり根付いていれば、
その文化は誰にとっても自然なものとなり、呼吸となる。

いかなる教育・研修よりも、環境で人は育つ

主体性をもつ
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自ら機会をつくり
機会によって自らを変えよ

モノゴトを成そうとする時に、
機会を待つのではなく自ら機会をつくることが大切。
自ら機会に飛び込むことで人は成長する。
勇気をもって挑戦すれば、周りからの承認も得られる。

変化を恐れず、前向きに受け入れることで、より強く、より輝ける。
共にチームの可能性、自分の可能性を信じ、次のステップに向かおう。

例　困難な仕事、新しい挑戦にチームが必要。
　　 「私が行きます。」

例　1人では到底無理なことも、チームに相談し成し遂げる。
　　 「〇〇さん、一緒にやってくれませんか？」
      「この部分、力貸して下さい。」

例　アウトプットする機会をつくる （会議やプレゼン）



ゴール思考

達成すべき目的に向けての考え方として、
戦略的思考は不可欠。
曖昧なビジョン、戦略、戦術では目的は達成できない。

ビジョンをどのように実現させるかの方向性やアプローチ

戦略を具体的に実行するための手段や方法

5w1hをもって実行

計画実行

ビジョン

戦     略

戦     術

ゴール

ゴール

ビジョン

戦     略

戦     術

計画実行

ゴールに基づいたあるべき姿、状態
まるでタイムマシンに乗って見てきたかのように語れるのがビジョン

最大の目的
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例① 桃太郎のゴール思考

例② 車両管理のゴール思考

強いチームを作って鬼ヶ城に乗り込む

異なる技術での戦い方　　おばあさんにきび団子を作ってもらう

5w1hをもって実行

ゴール

ビジョン

戦     略

戦     術

計画実行

みんなが楽しく平和に暮らしている状態

村の平和と繁栄

ルールの整備と施行

スケジュール作成、担当者のチェック

ゴール

ビジョン

戦     略

戦     術

計画実行

余計な物やゴミがなく、次の使用者が気持ちよく乗れる車両の状態

車両管理の徹底

シフト制で洗車当番を決め、月末に洗車に出す
葬儀から帰社する際、倉庫で車両の簡易清掃を実施

ゴール思考
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プラスストローク

名前を呼んで挨拶する。 
どんな時でも誰とでも、おもてなしの気持ちを伝える。
相手と心の距離が近づく。
1対1で相手を承認することで安心が生まれる。

表情で気持ちを伝える。 
ポイントは口角を上げた微笑みと、真ん中でとらえた視線。
気持ちと表情が一致しない時もある。
相手に不安を与えないために必要。

例　会話をするときに相手と視線を合わせる。

例　社内での挨拶。 
      「〇〇さん、おはようございます!」  「〇〇さん、暑い中お疲れ様です」

1. 気遣いの言葉

2. 笑顔とアイコンタクト

事務所内にいる時もご来店のお客様に 
「いらっしゃいませ」 「こんにちは」 「ありがとうございます」 を伝える。
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プラスストローク

小さな幸せや新しい発見を共有する。
当たり前ではない日常に感謝。
良いことを考える習慣が生まれ

コミュニケーションをとるきっかけになる。
良い雰囲気で業務に取り組む事ができ

普段コミュニケーションを
あまり取らない相手のことも知ることができる。

例　朝礼で24時間以内にあった良いことや新しい発見を発表する。
      「昨日は休日で家族と楽しい一日を過ごすことができました」
      「葬儀後お客様から感謝の言葉をかけてもらいました」  など

3. Good & New
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リスペクト
1. 傾聴
耳・目・心で聴く。 同調ではなく、共感する。会話のキャッチボールをする。
主語・述語を意識して伝える。 聴く力、伝える力が向上し、接客に活用できる。
心から分かり合うために、 真剣に向き合う手段として必要。
相談された時は相手の気持ちに寄り添い、
話しかけられた時は相手に興味をもち会話を続ける。

「今上映している〇〇見ましたか？」
→ × 「興味ないから観てない」      〇 「観てないけど、観たの? 面白かった?」

変化・成長・成果に気づき言語化して伝える。
普段からよく観察し、みんなの魅力ポイントを探す。
承認されることで、 「ちゃんと見てくれている」という安心感と自信に繋がる。
結果だけでなくプロセスを認め合うことも大事。

例①　言葉にして伝える   「達成するために一生懸命努力していたね」
　　   「前はできなかったことができるようになったね」
　     「昨日はお通夜遅くまでお疲れ様でした」 「遠い所まで搬送お疲れ様でした」

すべては有難いことと捉え、素直に「ありがとう」を伝える。
自分以外はお客様だと思う。そうすることで心が安定し
気持ちに余裕が生まれ、 自然と感謝の気持ちを持てるようになる。
社員用の備品・設備もお客様用と同等に大切に扱う。

例　何かを教えてもらったとき、間違いを指摘されたときは 「ありがとう」 
　　ゴミ箱があふれている、 流し台が汚れている、 トイレットペーパーが少ない・・・ 
　　次の人のことを考えて清潔に保つ、 補充する。

2. 承認する

3. 大切に想う気持ち

例②　ピアボーナスを贈る

「昨日頼んだやつもうできた?」
→主語述語を活用　「昨日私が頼んだ〇〇家の礼状、 もう印刷できていますか？」
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G PDCA

チームで目標を共有する時、
まずG(ゴール)を明確にし、PDCAを共有することが大切。
GPDCAを明確にすると、各自のやるべきことがクリアになる。

PLAN

ACTION

DO

CHECK

GOAL

手段が目的 (ゴール)になっている場合がある
例えばACCの場合、作成はゴールではなく手段。 作成がゴールになると本末転倒。

手段が目的になっていないか?point 

例 Goal 目指した方向に進むための価値観・行動・判断基準を作る(ACC)
 Plan アスカの文化(当たり前)を明文化する
 Do 冊子にまとめ配布し、ACCにそった考え方、アウトプットを意識する
 Check 普段のコミュニケーション、ミーティング等でチェック
 Action 良いことがあれば随時 ACCに足していく





























余白ページ




